
特

集
/
地
域
の
豊
か
な
に
ぎ
わ
い
の
場
｢道
の
駅
｣

｢道
の
駅
｣
懇
談
会
の
報
告
と
｢道
の
駅
｣案
内
板
募
集
デ
ザ
イ
ン
の
決
定
に
つ
い
て

道
路
局
国
道
第
一課
ー

｢道
の
駅
｣駅
長
会
議

各
地
の
｢道
の
駅
｣駅
長
さ
ん
が
語
る

｢道
の
駅
｣
は
な
ぜ
造
ら
れ
、な
に
を
目
指
し
て
い
る
か

8

座
長

茨
城
大
学
教
授

山
形
耕
一

パ
ネ
リ
ス
ト

北
海
道
･
津
谷
正
明

山
形
県
･
松
田
禮
一
郎

長
野
県
･
宮
尾
栄
一

新
潟
県
･
室
橋
隆

岐
阜
県
･
松
葉
晴
彦

兵
庫
県
･
黒
川
あ
や
子

鳥
取
県
･
前
田
八
郎

愛
嬢
県
･
井
上
善
一

熊
本
県
･

宮
崎
俊

建
設
省
･
松
浦
化

我
が
町
の
｢道
の
駅
｣

北
海
道
美
深
町

三
重
県
飯
高
町

島
根
県
大
栄
町

島
根
県
頓
原
町

郡

平
成
四
年
道
路
関
係
簿
大
ニ
ュ
ー
ス
卿

道
路
管
理
瑕
疵
に
係
る
損
害
賠
償
と
訴
訟
の
概
況

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
班

囎

都
道
府
県
道
の
路
線
認
定
基
準
に
つ
い
て
(そ
の
2
)
道
路
局
路
政
課
総
務
係
棉

平
成
三
年
度
大
気
汚
染
状
況
及
び
自
動
車
交
通
騒
音
の
状
況
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課
道
路
環
境
対
策
室
係
長

今
泉
伸
一
郎

靴

圏
時

･
時

･
時
･･!
･･
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本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お

い
て
自
由
に
書
く
建
前
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た

一

が
っ
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
す
。

【　

ま
た
肩
書
等
は
原
稿
執
筆
時
お
よ
び
座
談
会
等
実
施

…

時
の
も
の
で
す
‘



　
　

に
駅

　　
　

　　
　

域
の

趨
い

　
　 　　

地域の豊かなにぎわ "　 　 　　

『週
⑭
駅
』懇
談
会
◎
報
告
と
『週
⑭
厭
』薬
内
糠

募
集
デ
ザ
イ
ン
⑭
決
定
に
つ
い
て

建
設
省
道
路
局
国
道
第
一
課

｢豊
か
な
地
域
｣
の
夢
を
乗
せ
て
各
地
で
地
方
公
共
団
体
を
中
心
に
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
る
地
域
拠
点

づ
く
り
と
、
道
路
の
休
憩
施
設
整
備
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た

｢道
の
駅
｣
の
共
通
コ
ン
セ
プ
ト
を
検
討
す
る
た

め
建
設
省
道
路
局
の
諮
問
を
う
け
た

｢道
の
駅
懇
談
会
｣

(座
長
･
越
正
毅
東
大
教
授
)
の
第
三
回
懇
談

会
が
一
二
月
二
日
開
か
れ
、
報
告
書
案
が
合
意
さ
れ
、
同
時
に
一
般
に
公
募
し
て
い
た

｢道
の
駅
｣
案
内

板
デ
ザ
イ
ン
の
当
選
作
品
選
定
審
査
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
建
設
大
臣
に
対
す
る
報
告
書
の
提
出
と
デ
ザ
イ
ン
当
選
者
に
対
す
る
表
彰
は
一
月
一
八
日
に
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

物
等
の
地
域
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
場
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

(情
報
交
流
機
能
)

こ
の
両
方
の
機
能
を
備
え
た
施
設
を
整
備
し
、

｢道
の

駅
｣
と
呼
ん
で
広
く
道
路
利
用
者
と
地
域
と
の
接
点
と
し
、

に
ぎ
わ
い
の
場
と
す
る
こ
と
は
、
道
路
利
用
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
の
面
か
ら
も
、
ま
た
地
域
振
興
の
面
か
ら
も

極
め
て
効
果
的
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

｢道
の
駅
｣
を
つ
く

る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域
が
道
を
軸
と
し
て
協
力
す
る

な
ど
、
地
域
内
及
び
地
域
間
の
連
携
の
場
と
な
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
る
。

｢道
の
駅
｣
を
契
機
と
す
る
広
域
的
な
連

携
と
交
流
に
よ
り
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
が
促
進
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

(地
域
の
連
携
機
能
)

こ
れ
ら
の
機
能
を
担
う
施
設
は
、
駐
車
場
･
ト
イ
レ
･

案
内
所
等
の
基
本
的
な
も
の
か
ら
、
公
園
･
宿
泊
施
設
･

魯
I

『道
の
駅
｣
に
関
す
る
提
言
澤

｢道
の
駅
｣
の
基
本
的
考
え
方

1

｢道
の
駅
こ
の
共
通
コ
ン
セ
プ
ト

一
般
道
路
に
は
、

｢な
が
れ
｣
を
支
え
る

｢た
ま
り
｣

機
能
と
し
て
、
道
路
利
用
者
が
い
つ
で
も
自
由
に
休
憩
し
、

清
潔
な
ト
イ
レ
を
利
用
で
き
る
快
適
な
休
憩
施
設
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

(休
憩
機
能
)

一
方
、
地
域
に
お
い
て
は
、
人
と
人
、
人
と
地
域
と
の

交
流
に
よ
り
、
地
域
が
持
つ
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地

域
振
興
を
図
れ
る
よ
う
、
人
･
歴
史
･
文
化
･
風
景
･
産



歴
史
博
物
館
と
い
っ
た
高
度
な
も
の
ま
で
、
地
域
の
状
況

に
応
じ
た
個
性
豊
か
な
も
の
と
な
る
。

｢道
の
駅
｣
づ
く

り
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
主
体
的
な
創
意
工
夫
が
不
可

欠
で
あ
り
、
地
域
と
道
路
管
理
者
と
の
協
力
が
重
要
で
あ

る
。こ

れ
ら
を
ま
と
め
る
と

｢道
の
駅
｣
の
共
通
コ
ン
セ
プ

ト
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

｢道
の
駅
｣
は
、

今
後
、
道
路
管
理
者
が
休
憩
施
設
を
設
置
す
る
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
地
域
と
協
力
し

｢道
の
駅
｣
と
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
。

2

｢道
の
駅
｣
づ
く
り

へ施
設
構
成
〉

｢道
の
駅
｣
は
各
種
の
地
域
振
興
施
設
と
道
路
管
理
者

の
設
置
す
る
休
憩
施
設
を
複
合
化
し
た
施
設
で
あ
り
、
駐

車
場
、
ト
イ
レ
･
案
内
所
･
電
話
等
の
基
本
的
施
設
に
加

え
、
地
域
の
歴
史
･
産
物
等
の
情
報
を
提
供
し
個
性
豊
か

な
に
ぎ
わ
い
の
場
と
な
る
よ
う
、
地
域
の
主
体
的
な
創
意

工
夫
に
よ
り
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
が
付
加

さ
れ
る
。

利
用
者
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
基
本
的
施
設
に
関
し
て

は
、
次
の
要
件
を
備
え
る
必
要
が
あ
る
。

･
駐
車
場
に
は
、
休
憩
に
立
ち
寄
る
人
の
利
用
に
十
分

な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
。

･
ト
イ
レ
に
は
、
十
分
な
容
量
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

女
性
･
年
少
者
･
高
齢
者
･
身
障
者
な
ど
、
様
々
な

人
の
使
い
易
さ
に
配
慮
す
る
こ
と
。

･
案
内
所

(又
は
案
内
コ
ー
ナ
ー
)
に
は
、
道
路
地

図
･
案
内
板
･
電
話
等
に
加
え
、
各

｢道
の
駅
｣
の

特
性
に
応
じ
て
多
様
な
情
報
提
供
施
設
を
整
備
す
る

こ
と
o

･
こ
れ
ら
の
基
本
的
施
設
は
一
体
的
利
用
が
可
能
な
よ

う
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

へ設
置
位
置
〉

｢道
の
駅
｣
は
、
地
域
の
意
向
に
基
づ
く
地
域
振
興
の

施
設
で
も
あ
る
た
め
、
間
隔
を
定
め
て
設
置
す
る
性
格
の

も
の
で
は
な
い
が
、
休
憩
施
設
と
し
て
の
利
用
し
や
す
さ

や
駅
相
互
の
機
能
分
担
の
観
点
か
ら
広
域
的
な
視
点
で
の

構
想
づ
く
り
が
望
ま
れ
る
。
又
、
ア
ク
セ
ス
道
路
や
案
内

標
識
を
整
備
し
た
上
で
、
主
要
な
幹
線
道
路
か
ら
引
き
込

ん
だ
位
置
に
設
置
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

へ整
備
主
体
〉

地
域
の
玄
関
と
な
る
重
要
な
公
共
施
設
で
あ
り
、
そ
の

整
備
は
、
地
域
を
代
表
す
る
市
町
村
･
公
益
法
人
等
と
道

路
管
理
者
が
一
体
と
な
っ
て
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場

合
、
整
備
に
関
す
る
役
割
分
担
は
下
表
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
。

へ景
観
計
画
〉

｢道
の
駅
｣
は
走
行
中
の
運
転
者
の
ア
イ
ス
ト
ッ
プ
と

な
り
、
地
域
の
個
性
を
表
現
す
る
場
と
な
る
た
め
、
景
観

計
画
が
特
に
重
要
で
あ
る
。
利
用
者
に
う
る
お
い
や
安
ら

ぎ
感
を
与
え
る
よ
う
、
豊
か
な
植
栽
と
落
ち
着
い
た
色
調

や
素
材
を
用
い
て
、
上
品
な
風
格
あ
る
空
間
づ
く
り
を
目

指
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。
特
に
景
勝
地
に
あ
っ
て
は
、
周

辺
の
自
然
景
観
と
の
調
和
に
留
意
し
、
地
域
の
優
れ
た
景

観
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
修
景
方
法
を
十
分
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

へ交
通
安
全
上
の
配
慮
〉

｢道
の
駅
｣
へ
の
安
全
で
円
滑
な
出
入
り
を
確
保
す
る
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考えられる施設*1と整備主体

.
≧尽き 道路管理者 市町村･公益法人等

休憩機能 所憩

地

休
園

場
レ

車
イ

駐

ト
園

施

公

泊
、
宿

し

、

イ

所
き
燻

穿
Z

朧
杉

2

ス

第
し

設

情報交流機能 設施ハ提纖
道 設

、
館

･

施

設

術

ル

信
施
美

一

通
供

、
ホ

種
提
館
流

各
報
料
交

、
情
資

、

×

域
土
場

A

地
郷
広

F

、

、
ト

等

、
所

館

ン
室

話

内

産

べ

議

電

案

物

イ

会

* 1 現在考えられる施設の例。 この他にも地域の特性に応じ様々
な工夫が考えられる。

* 2 必要に応じて第 2駐車場を設ける。

休
憩
･
情
報
交
流
･
地
域
連
携
の
機
能
を
も
っ
た
、

地
域
と
と
も
に
つ
く
る
個
性
豊
か
な
に
ぎ
わ
い
の
場



た
め
、
付
近
の
交
差
点
や
近
隣
施
設
の
出
入
ロ
に
も
配
慮

し
て
施
設
を
計
画
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
出
入
ロ

に
右
折
車
線
等
の
付
加
車
線
を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

3

｢道
の
駅
｣
で
の
サ
ー
ビ
ス

｢道
の
駅
｣
は
何
時
で
も
立
ち
寄
っ
て
ひ
と
休
み
で
き
、

困
っ
た
時
に
必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
る
安
心
と
信
頼
の
拠

点
で
あ
る
と
と
も
に
、
道
路
利
用
者
と
地
域
の
接
点
と
し

て
交
流
の
核
と
な
る
施
設
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

｢道
の

駅
｣
で
は
次
の
サ
ー
ビ
ス
が
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

･
駐
車
場
･
ト
イ
レ
及
び
地
図
･
電
話
等
の
施
設
は
、

二
四
時
間
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
。

･
案
内
所

(又
は
案
内
コ
ー
ナ
ー
)
に
は
、
原
則
と
し

て
幅
広
い
情
報
を
提
供
で
き
る
駅
員

(案
内
員
)
を

配
置
し
、
地
域
に
関
す
る
偏
り
の
な
い
親
切
な
情
報

提
供
が
な
さ
れ
る
こ
と
。

･
駅
全
体
が
快
適
に
、
特
に
ト
イ
レ
が
清
潔
に
保
た
れ

て
い
る
こ
と
。

利
用
者
の
安
心
へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
救
急
機

関
･
医
療
機
関
･
警
察
･
自
動
車
修
理
工
場
等
と
の
連
絡

体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
常
に
あ
た
た
か
く
心
の
こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
よ
う
、
道
路
管
理
者
の
協
力
の
も
と
に
、
地

域
振
興
施
設
の
管
理
者
で
あ
る
市
町
村
等
が
駅
全
体
の
日

常
的
な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

4

地
域
間
の
連
携

｢道
の
駅
｣
の
機
能
と
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、

個
々
の
駅
が
独
自
に
努
力
す
る
だ
け
で
な
く
、
道
を
軸
と

し
て
駅
が
連
携
し
、
機
能
を
補
完
し
あ
う
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。
ま
た
、
企
画
･
経
営
内
容
の
改
善
、
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
向
上
等
の
た
め
に
も
、
駅
の
計
画
か
ら
運
営
に
至

る
す
べ
て
の
段
階
で
の
駅
相
互
の
情
報
交
流
や
共
同
講

習
･
研
修
等
は
き
わ
め
て
有
用
で
あ
る
。
こ
の
地
域
間
の

連
携
の
た
め
、
各

｢道
の
駅
｣
の
関
係
者
に
よ
る
連
絡
会

な
ど
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
交
換
や
蓄
積
の
た
め
の
体
制
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
。
利
用
者
に
対
し
て
も
、
駅
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
存
在
は
大
き
な
魅
力
と
安
心
感
を
与
え
る
も
の
と

な
る
。

5

案
内
の
充
実

｢道
の
駅
｣
の
整
備
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、
よ
り

多
く
の
人
に
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
、
利
用
者
が
ス
ム
ー

ズ
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う
、

｢道
の
駅
｣
の
案
内
の
充
実
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
際
、
利
用
者
に
分
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め
、

｢道
の
駅
｣
の
共
通
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
致
す
る
施
設
を
登

録
し
、
道
路
管
理
者
が
相
互
に
協
力
し
て
案
内
板
を
設
置

し
、
道
路
地
図
へ
も
掲
載
す
る
な
ど
統
一
的
に
案
内
す
る

仕
組
み
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
市
町
村
等
の
整
備
す
る
地
域
振
興
施
設
単
独
で

あ
っ
て
も
、
必
要
な
機
能
を
備
え
、
施
設
管
理
者
の
賛
同

が
得
ら
れ
る
場
合
は
、

｢道
の
駅
｣
と
し
て
連
携
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

｢道
の
駅
｣
の
案
内
板
デ
ザ
イ
ン
は
、
利
用
者
に
分
か

り
易
く
親
し
み
や
す
い
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
懇

談
会
に
お
い
て
一
般
公
募
し
、
多
く
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
作
品
を
も
と
に
考
案
し
た
も
の
が

別
紙
の
図
で
あ
る
。
こ
れ
に
標
識
と
し
て
の
実
用
性
等
の

観
点
か
ら
必
要
な
修
正
を
加
え
た
上
で
、

｢道
の
駅
｣
の

案
内
標
識
等
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

二

よ
り
魅
力
的
な

｢道
の
駅
｣
と
す
る
定
め

の
工
夫

｢道
の
駅
｣
は
、
訪
れ
る
人
と
地
域
と
の
接
点
で
あ
り
、

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
を
与
え
る
と
と
も
に
、
地
域
の
顔

と
し
て
、
個
性
的
で
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
休
憩
施
設
の
基
本
的
要
素
以
外

は
地
域
の
自
主
性
に
委
ね
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
地
域

の
主
体
的
な
創
意
工
夫
が
不
可
欠
で
あ
る
。

様
々
な
工
夫
の
視
点
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

考
え
ら
れ
る
。

◎

｢道
の
駅
｣
の
計
画
･
整
備

･
｢道
の
駅
｣
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
将
来
の

｢道
の

駅
｣
の
成
長
･
発
展
及
び
周
辺
の
土
地
利
用
の
変
化
を
念

頭
に
お
い
て
計
画
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
先

行
的
あ
る
い
は
試
行
的
に
整
備
し
た
施
設
の
利
用
状
況

を
み
な
が
ら
、
道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
住
民
の



意
向
を
充
分
に
取
り
入
れ
、
逐
次
よ
り
魅
力
的
な
施
設

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
有
効
な
方
法
で
あ
る
。

･
｢道
の
駅
｣
を
地
域
に
住
む
人
の
利
用
に
も
配
慮
し
た

利
便
施
設
、
あ
る
い
は
地
域
を
訪
れ
る
人
の
目
的
地
と

な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
施
設
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ろ
↓。

･
役
場
･公
民
館
等
の
核
と
な
る
公
的
施
設
に
付
加
す
る
形

で
の
展
開
も
考
え
ら
れ
る
。

･
｢道
の
駅
｣
及
び
そ
の
周
辺
の
看
板
等
の
設
置
に
あ
た
っ

て
は
、
景
観
に
十
分
配
慮
し
全
体
と
し
て
質
の
高
い
情

報
空
間
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

･
施
設
の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
よ
り
魅
力
的
な
も
の
と

す
る
た
め
に
、
地
域
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
つ
つ
、
必

要
に
応
じ
て
駅
舎
の
デ
ザ
イ
ン
ヒ
ン
ト
を
公
募
す
る
等
、

豊
富
な
経
験
を
持
つ
専
門
家
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

⑭

休
憩
の
た
め
の
施
設

･
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
や
仮
眠
施
設
･
宿
泊
施
設
の
併
設
も
考

え
ら
れ
る
。

･
地
域
の
お
い
し
い
食
べ
物
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の

設
置
が
望
ま
れ
る
。

･
公
園
や
簡
単
な
運
動
機
器
を
設
置
し
て
、
体
を
ほ
ぐ
す

施
設
が
望
ま
れ
る
。

･
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
･
ベ
ビ
ー
ペ
ッ
ト
あ
る
い
は
、
子
供
用
洗

面
台
等
の
よ
う
な
乳
幼
児
の
た
め
の
施
設
が
望
ま
れ
る
。

･
有
料
ト
イ
レ
ま
た
は
チ
ッ
プ
ト
イ
レ
を
検
討
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

･
ゴ
ミ
の
種
別
に
よ
る
ゴ
ミ
箱
の
マ
ー
ク
･
色
･
形
等
の
統

一
及
び
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
検
討
を
行
う
こ

と
が
望
ま
し
い
。

･バ
ス
と
バ
ス
、
あ
る
い
は
自
家
用
車
と
バ
ス
等
各
種
の
乗

り
物
の
乗
り
換
え
拠
点
と
し
て
の
活
用
も
考
え
ら
れ
る
。

③

地
域
振
興
の
た
め
の
各
種
施
設

･
品
物
を
販
売
す
る
場
合
は
、

｢道
の
駅
｣
の
特
色
が
鮮

明
に
な
る
よ
う
、
地
域
の
特
産
品
を
中
心
と
し
た
販
売

が
望
ま
し
い
。

･
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
周
辺
観
光
の
基
地
、
あ
る
い

は
雪
国
で
は
雪
を
活
か
し
た
レ
ジ
ャ
ー
の
ペ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
等
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
有
効
活
用
を
考
え
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

･
将
来
の
余
暇
時
間
の
増
大
や
就
労
形
態
等
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
に
応
じ
て
、
リ
ゾ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
等
と
し

て
も
機
能
出
来
る
よ
う
、
映
像
を
含
め
た
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
対
応
の
施
設
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

こ
の
他
、
次
の
よ
う
な
様
々
な
施
設
が
挙
げ
ら
れ
る
。

･
住
民
票
程
度
が
取
れ
る
役
場
の
出
張
所
機
能

･
郵
便
局
、
銀
行
等
金
融
機
関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
の
設
置

･
ポ
ス
ト

･
温
泉
の
設
置

ま
た
、

｢道
の
駅
｣
を
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
を

一

層
進
め
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
催
し
等
が
考
え
ら
れ
る
。

･
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
リ
サ
イ
ク
ル
展

･
通
行
手
形
の
発
行

･
駅
伝

･
ス
タ
ン
プ

･
朝
市

@

運
営
管
理

･
｢道
の
駅
｣
が
地
域
の
顔
と
し
て
地
域
の
心
を
伝
え
る
た

め
に
は
、
施
設
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
運
営
に
お
い
て

も
地
域
住
民
の
積
極
的
な
参
画
を
求
め
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
特
に
、
高
齢
者
の
知
識
。

･
経
験
や
女
性
の
感
性
を
生
か
す
た
め
、
こ
れ
ら
の
人
々

の
計
画
･
管
理
･
運
営
へ
の
参
加
を
求
め
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

･
｢道
の
駅
｣
に
は
、
き
め
細
か
な
管
理
と
気
く
ば
り
が

必
要
で
あ
り
、
熱
意
の
あ
る
駅
長
を
置
く
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
ま
た
、
駅
長
に
女
性
を
積
極
的
に
登
用
す
る
等

も
考
え
ら
れ
る
。

･
道
路
利
用
者
に
地
域
の
状
況
や
話
題
等
の
情
報
を
提
供

す
る

｢道
の
駅
｣
の
職
員
は
、
地
域
の
案
内
に
も
詳
し

い
優
れ
た
人
材
を
配
置
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、

講
習
の
ほ
か
経
験
交
流
等
に
よ
る
研
修
の
充
実
も
考
え

ら
れ
る
。

同

｢道
の
駅
｣
の
案
内

･
そ
れ
ぞ
れ
の
｢道
の
駅
｣
の
特
徴
等
を
掲
載
し
た

｢道

の
駅
マ
ッ
プ
｣
を
発
行
し
、
広
く

一
般
の
人
に
知
っ
て

4 道イテセ 92 .12



も
ら
う
事
が
重
要
で
あ
る
。

の
と
な
る
よ
う
提
案
し
ま
す
。

･
各

｢道
の
駅
｣
で
は
、
隣
合
う
駅
あ
る
い
は

一
連
の
路

線
の
駅
等
に
関
す
る
詳
し
い
案
内
･情
報
提
供
が
で
き
る

よ
う
工
夫
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

｢道
の
駅
｣
の
案
内
板
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
応
募

作
品
を

｢道
の
駅
｣
懇
談
会
で
審
査
し
た
結
果
、
岩
手
県

花
巻
市
の
市
川
清
志
さ
ん
の
作
品
が
特
選
と
な
り
ま
し
た
。

応
募
作
品
を
も
と
に
、
視
認
性
等
の
観
点
か
ら
若
干
の
修

正
を
加
え
た
の
が
下
図
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

｢道
の
駅
｣
は
、
訪
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め
に
も
、

地
域
の
方
々
に
と
っ
て
も
、
親
し
み
や
す
い
潤
い
あ
る
交

流
の
場
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
全
体
を
木

と
家
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
構
成
し
て
い
ま
す
。
左
側
に
は
、

駐
車
場
と
樹
木
二
本
を
配
置
し
、
緑
あ
ふ
れ
る
安
ら
ぎ
の

空
間
を
イ
メ
1
ジ
し
て
い
ま
す
。
右
側
は
、
建
物
と
人
を

表
し
、
単
な
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
く
、
案
内
、
地
域

情
報
の
発
信
等
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
ま
す
。
こ
の
人
の
形
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
i

を
形
取
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
体
と
し
て

｢道
の
駅
｣
の
"道

"
の
字
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
!
ク
が
、

｢道
の
駅
｣
を
表
す
も
の

と
し
て
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
定
着
し
、
親
し
ま
れ
る
も

道の駅

ト
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
利
用
者
に
安
心
し
て
利
用
し
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
道
路
地
図
、
道
路
時

刻
表
等
に
掲
載
し
て
利
用
者
の
利
便
を
図
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
建
設
省
に
登
録
し
て
も
ら
う
こ
と
と
す
る
。

｢道
の
駅
｣
と
し
て
一
般
に
公
表
さ
れ
る
の
は
市
町
村

の
策
定
･
認
定
に
よ
る
地
域
振
興
施
設
と
道
路
管
理
者
の

休
憩
施
設
計
画
が
ミ
ッ
ク
ス
し
た
も
の
と
し
、
そ
の
た
め

地
域
ご
と

(県
単
位
程
度
)
の
地
域
の

｢道
の
駅
｣
の
整

備
方
針
を
協
議
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
協
議
会
が
建
設
省

に
推
薦
し
た
も
の
を
建
設
省
に
お
い
て

｢道
の
駅
｣
と
し

て
登
録
す
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
手
順
は
つ
ぎ
の
と
お
り
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
(次

ペ
ー
ジ
参
照
)

二

｢道
の
駅
｣
整
備
費
の
支
援
制
度

｢道
の
駅
｣
の
う
ち
駐
車
場
等
に
つ
い
て
の
整
備
費
に

つ
い
て
は
平
成
三
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
交
通
安
全
施

設
等
整
備
事
業
等
に
よ
る
自
動
車
駐
車
場

(簡
易
パ
ー
キ

ン
グ
)
の
整
備
事
業
と
し
て
直
轄
事
業
･
補
助
事
業
で
対

応
す
る
。

ま
た
、
一
体
的
に
整
備
さ
れ
る
地
域
振
興
施
設
に
つ
い

て
は
平
成
五
年
度
か
ら
新
た
に
道
路
開
発
資
金
、
日
本
開

発
銀
行
･
北
海
道
東
北
開
発
公
庫
に
よ
る
低
利
融
資
が
設

け
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
道
路
開
発
資
金
は
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
休
憩
所

等
無
料
で
一
般
に
提
供
す
る
部
分
が
融
資
の
対
象
に
な
り
、



｢道の駅｣の登録 ･案内のしくみ

市 町 村 道路管理者 : 地域別 ｢道の駅月島議会等 . 建 設 省

ー
★

h n
ク

ー
基本方針

←

　　　　　　　
地域振興施設等の計

璽
構想

轢
設の計画構想

- l l
コンセプト、施設計画等の調整
｢道の駅｣に関する協定

“ ＼‐÷-拒ま穀辯路管理者

ニー

単独型) 登録申請取りまとめ 推薦

道路時刻表、
- こ◇道路地図等へ

- の掲載

地域振興施設等の整備 芙 自動車駐車場.の整備

　
｢道の駅｣案内板 ; ｢造の駅｣案内板の整備

　
等の整備 茎 広報活動の実施

☆ 道路開発資金、
日本開発銀行、
北海道東北開発公庫の融資

｢道の駅｣の供用開始

道路情報チミナル

(茶‘篇な言 駐 車 場 綴 り嘲各区域ば境界
1 l 駐車場

日
本
開
発
銀
行
等
の
融
資
は
こ
れ
ら
を
含
め
た
地
域
振
興

施
設

(文
化
教
養
施
設
、
観
光
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
)

が
対
象
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

日本開発銀行、 一一｢テー 交通安全事業等による整備
北東開発公庫の 道路開発資金の
融資対象 融資対象



参考) 各地の実験概要

市 町 村 実施期間 施 設 ･ 場 所
交通量

(台/1日)

面 積 m 9

駐車台数(台)

建 物 立寄り
率(% )

累 計
物産販売
額(万円)

運営主体 ･協力者
既設 仮設 内 容

阿武町 平成3年

10月10日
'

11月 9日

国道191号
沢松海岸

4 ,000
‘

5,000

3 ,000

100
O テント 4 5.6 328

･役場 ･商工会
･漁協 ･農協
･阿武町産業開発協会

田万川町
国道191号
郊外部
市味地区

1,600

100
O テント 8 12.4 708

･役場
漁協･農協
･商工会 ･婦人会

古川町

平成 3年

10月12日
l

11月10日

国道41号
市街地

10 '000
‘

14,000

L OOO

10
O

民間施設
テント 1 0.2 未集計

･役場
･民間企業 1社

国府町
国道41号
郊外部

2 ,717

100
O

フoレノ･フリ
テント 3 0.7 55

･役場
･農協 ･商工会
･観光協会

丹生川村
国道158号
(緑化センター) 4 ,000

2,200

100
O

フoレノ･フ･3
テント 1 4,8 250

･役場 ･森林組合
･農協 ･観光協会
･商工会 ･野菜出荷組合

久々野村
国道41号
郊外部
(女男滝公園) 10'000

'
14 ,000

6 ,000

60
O 既存施設 3,5 90

･役場
･なぎさ観光組合

下呂町
国道41号
市街地
バイパス沿い

2,117

30
O

お土産屋
フ0レノ･フ･1
テント 1

0･7 未集計
･役場
･観光協会

加子母村
国道257号
郊外バイパス沿い
(ゆうらく館) 7'000

‘
8,000

1,200

15
O

既存施設
テント 3 3.6 300

･役場
･ゆうらく会館
(木曽谷産直組合)

付知町
国道257号
郊外バイパス沿い
(花街道センター)

6,000

200
O

既存施設
テント 3 9,5 1,050

･役場
･花街道センター
(付知町振興公社)

河内町

平成4年

4月
‘
5日

4月26日

国道 4号
郊外部
下岡本

33 ,000
1,000

20
O

フ0レノ･フめ
テント 2 0.5 未集計

･役場
･ボランティアグループ

上三川町
国道新 4号

30,000

2,950

80
O

フoレノ･フ"3
テント 4 3.7 337

役場･農協
･市民グループ 2
･民間企業 4社

南河内町
国道新 4号
薬師寺南交差点

2,000

100
O

フoレノ･フ･3
テント 7 5.O 382

･役場
･農協 ･酪農組合
･民間企業 2社



｢道の駅｣J

｢道
の
駅
｣駅
長
会
議

駅勤
各
地
の
溝
眺滲
駅
｣あ
駅
長
さ
ん
が
語
る

′

に
駅

｢道
の
駅
｣駅
長
会
議

集
な、地域の豊かなにぎ約

　
　錫

『遭
の
駅
』
は
な
ぜ
造
ら
れ
、
な
に
を
圓
指
し
て
い
る
か

特

建
設
省
が
第
竹
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
で
、
や
す
ら
ぎ
と
う
る
お
い
の
あ
る

道
路
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
お
お
い
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

｢道
の
駅
｣
に

つ
い
て
、
既
に
先
行
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
全
国
の

｢道
の
駅
｣
の
代
表
者
に
よ

る
｢駅
長
会
議
｣
が
平
成
四
年
一
一
月
二
六
日
東
京
に
お
い
て
開
催
さ
れ
を
。

こ
の
座
談
会
は
そ
の
会
議
の
模
様
を
誌
上
再
録
し
燈
も
の
で
あ
る
。

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

司
会

そ
れ
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
山
形
先
生
に

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

山
形

｢道
の
駅
｣
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
は
、
供
用
中

の
も
の
で
二
六
六
、
建
設
中
の
も
の
で
八
八
、
計
画
中
が
な
ん
と
四
四
七
あ
り
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
道
路
保
全
技
術
セ
ン
タ
ー
で

｢
『道
の
駅
』
に
対
す
る
提
案
｣

と
い
う
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
四
〇
〇
点
以
上
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
を
見
ま
し
て
も

『道
の
駅
｣
が
い
ま
道
路
ユ
ー
ザ
ー
や
地
域
の

方
々
か
ら
非
常
に
望
ま
れ
て
い
る
施
設
で
は
な
い
の
か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
こ
こ
に
ご
参
集
の
皆
様
方
が
こ
れ
だ
け
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

晴
や
八
善

形

谷
鰤
尾
橋
葉
川
田
上
崎
浦

山

津
松
宮
室
松
黒
前
丼
宮
松

北海道喜茂別町 津谷 正明
べに花の里パーキングエリア 山形県河北町

信州新町地場産業センター 長野県信州新町

,

新

町

村

町

町

町

町

州

生

見

来

栄

戸

国

信

能

清

朝

大

瀬

小

県

県

県

県

県

県

県

野

潟

阜

庫

取

媛

本

長

新

岐

兵

鳥

愛

熊

グリーンオアシス朝来町村おこしセンター 兵庫県朝来町

　

　
　

セ

ン

学部教授　
　　　　
　　
　

学

ン

一
産

ム

大

セ
パ
場
-
家

小
猫
ね

　　　　　　　　　　　

長

ネ

山

に
州

リ

ス
ト

台

戸

う

座
パ
中

べ

信

マ

パ
夙

お

瀬

ゆ

建設省道路局国道第一課長

道行セ 92‐12
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山形 耕一氏

と
で
、
ま
す
ま
す
多
く
の

｢道
の
駅
｣
が
で
き
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

が
道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
て
運
営
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
多
く
の
駅

が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
、
う
ま
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
て
き
ま
す
と
、
道
路
利
用

者
に
と
っ
て
は
非
常
に
利
便
性
の
高
い
、
信
頼
さ
れ
る
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
体
系
が

で
き
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
こ
れ
を
放

っ
て
お
く
と
、
ま
が
い
も
の
の

｢道
の
駅
｣
が
で
き
て
し
ま

っ
て
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
と
ど
こ
が
違
う
の
か
と
い
う

話
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

本
日
の
主
旨
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
と
き
に
、
い
ま
ま
で
実
際
に

運
営
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
市
町
村
の
代
表
の
方
々
が
、
今
後

｢道
の
駅
｣
に
な
っ
て

い
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
プ
レ

｢道
の
駅
｣
と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
か
、

こ
れ
か
ら

｢道
の
駅
｣
を
や
っ
て
い
こ
う
と
さ
れ
る
方
々
に
、

｢道
の
駅
｣
の
概

念
、
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
、
運
営
の
方
法
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
伝
え
て
い
く

こ
と
が
一
つ
の
主
旨
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
道
路
利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
便

利
で
よ
り
信
頼
さ
れ
る

｢道
の
駅
｣
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
て
い
こ

う
と
い
う
の
が
二
番
目
の
目
的
か
と
思
い
ま
す
。
三
番
目
は
、
地
元
市
町
村
の
振

興
、
地
域
情
報
の
発
信
、
交
流
と
い
う
見
地
か
ら
、

｢道
の
駅
｣
の
活
用
の
仕
方

や
仕
掛
け
方
、
ア
イ
デ
ア
の
交
換
と
い
っ
た
こ
と
を
少
し
話
し
合
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
四
番
目
は
、
こ
れ
は
非
常
に
大
き
な
目
的
だ
と
思
い
ま
す
が
、

｢道
の
駅
｣
の
駅
長
さ
ん
、
あ
る
い
は
運
営
者
の
方
々
に
よ
り
、

｢道
の
駅
｣
を

　
　
　
　
　

て

村
交
個
の

事

、

　
　
　　

　
　
　
　

　

　
　
　

候

励
プ
た
"

り

村
た

　
　　
　

、)
′

4

の
運

わ

査

は

約

、
い

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

地

な

る

施

も

讓溌縦
一 般 国 道

指定区間外
都道府県道
そ の 他

合 計

供用中 88 83 95 266

事業中 38 24 れ
･

斑

計画中 180 155 112 447

合 計 306 262 228 796

全
国
で
結
び
つ
け
て
体
系
化
し
て
い
く
き
っ
か
け
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
ま
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
駅
伝
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
あ
れ
は
駅
伝
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。

｢道
の
駅
｣
も
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
つ
な
が

り
を
持
っ
て
こ
そ
、
あ
る
い
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
て
こ
そ
、
非
常
に
意
義
が

高
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

早
速
パ
ネ
ル
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
前
に
国
道
第
一
課
の
松
浦
課

長
さ
ん
か
ら
、
総
括
的
な

｢口
次
五
計
｣
の
話
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
浦

｢道
の
駅
｣
の
構
想
は
、
中
国
地
建
あ
る
い
は
中
部
地
建
等
で
す
で
に

い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
が
、

｢第
員
次
道
路
整
備
五
箇

年
計
画
｣
の
な
か
で
、
や
っ
と
行
政
と
し
て
取
り
組
も
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

｢道
の
駅
｣
と
い
う
語
源
で
す
が
、
大
宝
律
令
の
な
か
に

｢駅
｣
と
い
う
言
葉

が
す
で
に
出
て
き
て
お
り
ま
す
。
い
ま
の
キ
ロ
数
で
い
い
ま
す
と
、

一
六
キ
ロ
ご

と
に
駅
を
置
い
て
、
こ
こ
に
馬
を
置
い
て
、
馬
を
乗
り
換
え
る
と
か
、
人
が
そ
こ

で
宿
泊
す
る
と
い
う
も
の
が
、
こ
の
と
き
に
初
め
て
で
き
て
い
る
わ
け
で
し
て
、

. ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ ･ ･ ･
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松浦 健氏

｢駅
｣
は
い
ま
は

｢馬
｣
偏
に

｢尺
｣
と
書
き
ま
す
が
、
か
つ
て
は
換
え
る
と
い

う
意
味
の

｢睾
｣
を
使
い
、

｢騨
｣
と
書
い
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
で
駅

が
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
す
が
、
日
本
に
鉄
道
が
敷
か
れ
、
鉄
道
の
乗
り
換
え
が

駅
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
駅
を
と
ら
れ
た
と
い
う
感
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

と
も
道
路
に
も
駅
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
皆
様
方
い
ろ
い
ろ

ご
苦
労
な
さ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

大
化
の
改
新
以
降
、
道
路
整
備
は
進
ん
だ
と
い
い
ま
す
が
、
や
は
り
歩
く
道
で

あ
っ
た
わ
け
で
し
て
、
明
治
時
代
に
な
り
ま
し
て
、
日
本
は
鉄
道
優
先
の
施
策
で
、

細
長
い
日
本
列
島
の
長
い
距
離
を
運
ぶ
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
鉄
道
が
先
に
整
備

さ
れ
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
に
な
り
ま
し
て
、
産
業
･
経
済
の
発
展
に
は

ど
う
し
て
も
ク
ル
マ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
二
九
年
に

｢第
1
次
道
路

整
備
五
箇
年
計
画
｣
が
策
定
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
や
っ
と
本
格
的
な
道
路
整
備
が
進

ん
で
き
た
と
い
う
状
況
で
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
で
、
ど
う
し
て
も
ク
ル
マ
を
流
す
た
め
の
道
路
の
整
備
が
先

行
し
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
い
ま
す
と
人
は
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
き
た
と
い
う
面

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

総
理
府
が
平
成
三
年
二
月
に
行
い
ま
し
た
世
論
調
査
の
結
果
で
は
、

｢道
幅
が

狭
い
｣

｢路
上
駐
車
が
多
い
｣

｢歩
道
が
少
な
い
｣
と
い
う
よ
う
な
ご
不
満
が
結

構
大
き
く
出
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
ま
し
て
、

｢第
11
次
道

路
整
備
五
箇
年
計
画
｣
に
つ
い
て
は
、
豊
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
道
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

｢道
の
駅
｣
は
、
快
適
性
向
上
の
た
め
の
道
路
整
備
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
ま

で
は
ど
ち
ら
か
と
い
い
ま
す
と
ク
ル
マ
中
心
と
思
わ
れ
が
ち
な
道
路
整
備
だ
っ
た

わ
け
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は

｢歩
き
た
く
な
る
歩
道
｣
を
考
え
る
。
あ
る
い
は
、

い
ま
ま
で
の
流
れ
を
重
視
し
た
道
路
政
策
に
加
え
ま
し
て

｢た
ま
り
の
機
能
｣
を

入
れ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
今
日
の
テ
ー
マ
の

｢道
の
駅
｣
の
よ
う
な
も
の
も
積

極
的
に
整
備
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

山
形

本
日
の
パ
ネ
ル
･
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
あ
た
り
、
す
こ
し
テ
ー
マ
を

割
り
振
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
、
第
一
の
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
、
道
路
利
用
者
が
道
路
サ
ー
ビ
ス
に
何
を

求
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、

｢道
の
駅
｣
に
何
を
期
待
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
あ
た
り
か
ら
ご
発
言
を
い
た
だ
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈

パ
ス
カ
ル
清
見

〉

山
形

岐
阜
県
清
見
村
の

｢パ
ス
カ
ル
清
見
｣
と
い
う

｢道
の
駅
｣
の
事
務
局

長
の
松
葉
晴
彦
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
葉

私
ど
も
の

｢道
の
駅
｣
は
名
古
屋
か
ら
二
時
間
、
飛
騨
高
山
か
ら
は
一

時
間
で
す
。
通
称

｢飛
騨
せ
せ
ら
ぎ
街
道
｣
で
し
て
、
国
道
で
い
い
ま
す
と
二
五

七
号
線
で
す
。
飛
騨
高
山
と
い
う
と
、
ど
う
も
高
山
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
す

が
、
飛
騨
は
高
山
を
中
心
に
し
て
全
部
で
一
五
力
町
村
あ
る
わ
け
で
す
。
年
間
二

八
〇
万
人
の
観
光
客
の
方
が
見
え
ま
す
が
、
飛
騨
へ
入
る
い
ち
ば
ん
大
き
い
ル
ー

ト
と
し
ま
し
て
は
国
道
四
一
号
線
が
あ
り
、
も
う
一
方
と
し
て
は

｢せ
せ
ら
ぎ
街

道
｣
が
あ
る
わ
け
で
す
。

こ
の

｢せ
せ
ら
ぎ
街
道
｣
の
な
か
に

｢パ
ス
カ
ル
清
見
｣
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
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